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はじめに

津山市教育委員会は、令和４年３月に、令和４年度から令

和７年度までの４年間を計画期間とする「津山市教育振興基

本計画（第３期）」を策定しました。

この計画は、社会情勢の変化や「津山市教育大綱」「津山市

第５次総合計画（平成２８年度～令和７年度）」を踏まえて、

今後の本市教育が目指すべき方向や計画期間中に取り組むべ

き具体的な施策、目標とする指標等を示しております。

今日、人工知能（ＡＩ）やビックデータ等の先端技術の高

度化や活用の進展により、社会全体のデジタルトランスフォ

ーメーション（ＤＸ）が加速化し、教育をめぐる社会情勢も

大きく変化する中で、本市教育に課せられた使命（目的）は、

① 自らの将来（進路）を自らの力で切り拓くひとの育成

② ふるさとに誇りと愛着をもち、自己肯定感を高め、

地域や社会に貢献できるひとの育成

と考えます。

このようなことを踏まえ、本書は、津山市教育振興基本計

画（第３期）のうち、令和５年度に取り組む重点的な施策を

まとめたものです。





津山市教育大綱 津山市第５次総合計画

　　　　　　　

自立して、自己の将来を切り
拓き、たくましく生きていけるひと

広い視野で人や地域とつながり、
互いを認め合って生きていけるひと

ふるさとを愛し、津山人としての
誇りを持って生きていけるひと　

基本的方向性Ⅰ 目指す人間像 基本目標

教育活動の
推進・充実

（１）自立

ア．主体的に学ぶ意欲の育成

イ．確かな学力の向上

ウ．健やかな心と体の育成

（２）つながり

ア．自他を尊重する心の育成

イ．人や地域との豊かな人間関係の構築

ウ．道徳性や規範意識の醸成

（３）郷土愛
ア．津山の歴史・伝統・文化などを大切にする心の育成

イ．ふるさと津山に誇りと愛着をもち、地域や社会に貢献できる人の育成

基本的方向性Ⅱ 施策の方向性 基本目標

教育環境の
改善・充実

教育活動を支
える環境づくり

ア．安全・安心な学校づくり

イ．良好な教育環境の維持・向上

ウ．総合的な連携体制の構築

 

令和5年度重点施策の方向性
① 落ち着いた学習環境づくり
② ＩＣＴを活用した授業改善の推進
③ 読解力の育成
➃ 学習・生活習慣の改善

⑤ 郷土愛の醸成(社会性・自己肯定感の育成)
⑥ 就学前教育と義務教育の円滑な接続
⑦ 多様な学びの保障(不登校等への対策）
⑧ コミュニティ・スクールの推進
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自立し　心豊かにたくましく　「つなぐ力」を育む

●自らの将来（進路）を自らの力で切り拓くひとの育成
●ふるさとに誇りと愛着をもち、自己肯定感を高め、地域や社会に貢献できるひとの育成



基本的　
方向性Ⅰ 目指す人間像 基本目標 　　　　　　　主な施策　　　　　　　　　 　（ページ）

教育活動
の推進・

充実

（１）自立

ア．主体的に学ぶ意欲の育成
・質の高い幼児教育の提供
・ＩＣＴを活用した授業改善
・小学校第1学年の学習環境の整備
・キャリア教育の推進
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イ．確かな学力の向上

・幼児教育と小学校教育の滑らかな接続
・学力の実態把握（教育データの活用）
・わかる授業の推進（ＡＩドリルの活用等）
・読解力、英語力の向上
・若手教員の育成、教職員の指導力向上

５

ウ．健やかな心と体の育成

・発達段階に応じた生活習慣の定着
・地域の食文化の継承と魅力ある献立づくり
・特別支援教育の推進、充実
・不登校、長期欠席への対策
・子ども、若者の社会参加、自立支援

８

（２）つながり

ア．自他を尊重する心の育成
・グローバル化に対応する教育の推進
・多様性を認め他者を思いやる心の育成
・いじめ・暴力行為への対策
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イ．人や地域との豊かな人間関
係の構築

・コミュニティ・スクールの推進
・地域学校協働活動による社会性の育成と
家庭教育の啓発
・青少年の健全育成を支える地域社会の
構築

13

ウ．道徳性や規範意識の醸成 ・規範意識の醸成、向上 15

（３）郷土愛

ア．津山の歴史・伝統・文化な
どを大切にする心の育成 ・郷土愛の醸成（「つやま郷土学」の推進） 16

イ．ふるさと津山に誇りと愛着を
もち、地域や社会に貢献でき
る人の育成

・つやま夢サポート（地元企業の見学・体験
活動）
・つやま元気大賞表彰の推進
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基本的　
方向性Ⅱ 施策の方向性 基本目標               主な施策                   　（ページ）

教育環境
の改善・充

実
教育活動を支え
る環境づくり

ア．安全・安心な学校づくり
・幼稚園、学校施設の施設整備
・新型コロナウイルス感染症対策や各種
　環境衛生対策

18

イ．良好な教育環境の維持・　
向上

・幼稚園、学校ＩＣＴ環境整備
・小中学校の適正規模、適正配置
・教員の働き方改革

20

ウ．総合的な連携体制の構築 ・教育委員会活動の活性化
・こども家庭講座の推進 23

 令和５年度に取り組む施策

●自らの将来（進路）を自らの力で切り拓くひとの育成
●ふるさとに誇りと愛着をもち、自己肯定感を高め、地域や社会に貢献できるひとの育成
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津山市教育振興基本計画に基づく方向性 
基本的方向性  １ 教育活動の推進・充実

目指す人間像
 ⑴ 自立

 ～ 自立して、自己の将来を切り拓き、たくましく生きていけるひとを育てる～

基  本  目  標  ア．主体的に学ぶ意欲の育成

   施策の方向性

    質の高い幼児教育の提供に向けて組織的・計画的なカリキュラム・マネジメント¹を推進するとと
 もに、職員の資質・専門性の向上に向けた効果的、先進的な研修会を実施していきます。 
  すべての子どもたちの可能性を引き出す「個別最適な学び」と｢協働的な学び」の一体的な充実を
 図るために、ＩＣＴを活用した先進的な授業展開のあり方を研究・実践していきます。 
  小学校第１学年の落ち着いた学習環境を整備し、きめ細やかな指導体制の確立を図ります。 
  児童生徒が自分らしい生き方の実現に向かう力を育むために、キャリア教育²について学校教育活
 動全体を通じて、地域社会との連携により進めていきます。 
  経済的理由により学ぶことが困難な生徒・学生が学び続け、不登校やニート、ひきこもり等の子
 どもや若者が学び直すことができるような支援を行います。 

令和５年度の重点取組 
種類 教育振興基本計画の項目 内容

新規取組  ①質の高い幼児教育の提供
  【こども保育課】

 「第７０回岡山県学校保健研究大会」幼稚園
 部会での発表園として、つやま東幼稚園で主
 体的に心と体を動かして楽しんで遊ぶ幼児の
 育成を目指した研究を行います。

事業名 事業概要

つやま東幼稚園
管理運営費
（経常）

 ｢第７０回岡山県学校保健研究大会」におけ
 る研修等を実施する。 

事業費(千円)

     ３０

教育保育職員等
研修事業

 職員の資質・専門性の向上を図るため、職
 員のニーズやキャリアステージに応じた研
 修等を実施する。 

    ４００

種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組

 ③ＩＣＴを活用した先進的な 
  授業展開のあり方の調査・ 
  研究
  【教育総務課・学校教育課】 

 ＡＩやＶＲ⁴などの先端技術を活用した学びの
 研究等について、東京学芸大学及びＮＴＴ西
 日本・ＮＴＴドコモなどとともに調査・研究
 を継続し、体育などの教科教育や交通安全等
 における実践的な授業展開を図ります。 

継続取組
 ②個別最適な学びと協働的な
    学びのためのＩＣＴ教育の
    推進【学校教育課】 

 ＩＣＴ活用で先進的に実践する教員をICT活
 用推進員³として委嘱し、推進員チームによる
 市内外の好事例収集や市内への実践普及を図
 ります。 

継続取組
  ④主体的・対話的で深い学
     び⁵を実現する学力向上対
     策の推進【学校教育課】 

 教育委員会の学校訪問や研修会を通じて、教
 師中心の授業から、児童生徒が主体的に学ぶ
 授業への転換を図ります。 
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種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組
 ⑤小学校第１学年の落ち着い
    た学習環境の整備
   【学校教育課】 

 ３０人以上の児童が在籍する小学校第１学年
 （１校２学級）に教育支援員を配置すること
 により、就学前からの継続した個別支援と学
 習・生活規律の定着を図ります。 

事業名 事業概要

小１グッド
スタート支援

事業

 小学校第1学年30人以上の学級に対し、年
 間を通じて教育支援員を配置し、学習・生
 活規律の定着を図り、落ち着いた学習環境
 づくりを進める。 

事業費(千円)

  １，０５０

種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組   ⑦キャリア教育の推進
   【学校教育課】 

 キャリアパスポート⁶を様々な教育活動で活用
 し、学校教育活動全体を通じてキャリア教育
 の充実を図ります。また、キャリア教育担当
 者会を年２回開催し、キャリアパスポートの
 指導に関する教職員研修と情報共有を行います。 

継続取組  ⑨学び直しの機会の提供
 【次世代育成課】 

 不登校やニート、ひきこもり等の子どもや若
 者に、義務教育内容を学び直す機会を提供し、
 学びへの意欲と自己肯定感等を育み、自立に
 向けた支援を進めます。 

事業名 事業概要

子ども若者育成
相談支援事業

(学習支援事業)

 ニートやひきこもり等の子どもや若者へ、
 義務教育内容を学び直す機会を通じ、就学
 や就労等の社会的自立を促す。 

事業費(千円)

   ７３０

¹ カリキュラム・マネジメント

　教育目標の実現に向けて、子どもや地域の実態を踏まえ、教育課程（カリキュラム）を編成・実施・評価し、改善を図る 
  一連のサイクル　を計画的・組織的に推進していくこと。また、そのための条件づくりや整備のこと。

² キャリア教育

　一人ひとりの社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、社会の中で自分の役割を
　果たしながら、自分らしい生き方の実現を促す教育。

³ ＩＣＴ活用推進員

　教員のＩＣＴ活用能力や児童生徒の学力向上の取組を進めるため、市独自に委嘱した教員。

⁴ ＶＲ

　バーチャルリアリティ（virtual reality）の略。コンピューターによって作り出された仮想的な空間などを現実である
　かのように疑似体験できる仕組み。

⁵ 主体的・対話的で深い学び

　学習指導要領において示されている授業改善を行うための視点で以下の３つの内容となっている。
　【主体的な学び】　学ぶことに興味・関心をもち、学習活動を見通して粘り強く取り組み、学んだことを振り返って次に　
　　　　　　　　　　つなげること。
　【対話的な学び】　級友や先生、地域の人との対話、また、先人の考え方などを通じて、自分の考えを広げ深めること。
　【深い学び】 　　 各教科等の見方・考え方を働かせて、知識を関連付けて深く理解したり、問題を見いだしたり、新し
　　　　　　　　　　いことを創造したりすること。

⁶ キャリアパスポート

　児童生徒が、小学校から高等学校までのキャリア教育に関わる諸活動について、自らの学習状況やキャリア形成を見通し
　たり振り返ったりしながら、自身の変容や成長を自己評価できるよう工夫されたポートフォリオのこと。
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基本的方向性  １ 教育活動の推進・充実

目指す人間像
 ⑴ 自立

 ～ 自立して、自己の将来を切り拓き、たくましく生きていけるひとを育てる～

基  本  目  標  イ．確かな学力の向上

   施策の方向性
    学校内での様々な教育データを一元的に集約して可視化するシステムを構築することで、個々の
 児童生徒の状況に応じた学習指導や生活指導等の充実を図るなど、客観的な根拠に基づく授業改善
 に取り組みます。
  保幼こ小連携や小中連携による学習規律の定着に向けた取組を推進するとともに、わかる授業の
 実現に向けて、教員の指導力向上を図ります。
  読解力や英語力など社会が求める能力の育成を、家庭や地域社会、図書館とも連携して推進します。
 「津山市若手教員育成チェックシート⁷」を活用した若手教員の育成等、教職員の指導力向上のため
 の研修の充実を図ります。
  各校において「学びのサイクル⁸」（①授業改善⇒②家庭学習⇒③確認テスト⇒④補充学習）の具
 体的な取組事項を策定し、定期的に実施状況の確認を行い、取組の定着を図ります。 

令和５年度の重点取組 
種類 教育振興基本計画の項目 内容

新規取組
 ①幼児教育と小学校教育の滑
 らかな接続（保幼こ小の連
 携）  【こども保育課】

 就学時における幼稚園等と小学校との情報共
 有のツールとして「津山市共通支援シート⁹」
 を全園で作成・活用し、子どもの育ちが途切
 れることのないよう、連携の充実を図ります。 

継続取組
 ②学力の実態把握
（教育データの活用）  
【教育総務課・学校教育課】

 ＮＴＴ西日本・ＮＴＴドコモと連携し、授業
 や学習の中で蓄積するデータや校務に関する
 データなどの、様々な教育データを一元的に
 集約し、可視化するシステムの研究を継続し
 ます。 

事業名 事業概要

学力の実態把握
（教育データ
の活用）事業

 ＮＴＴ西日本及びＮＴＴドコモと連携し、
 授業や学習の中で蓄積されるデータや校務
 に関するデータなどを集約して、可視化し
 活用するシステム構築を目指す。

事業費(千円)

  ３，４１２

種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組  ③わかる授業の推進 
   【学校教育課】 

 小学校において、教科担任制や学年担任制の
 取組を全市的に広め、児童の学習内容の理解
 度・定着度の向上を図ります。 

事業名 事業概要

わかる授業
推進事業

 AI搭載の個別最適化ドリル教材「navima¹⁰」
 を活用し、基礎基本の徹底の定着と活用力
 の向上を図る。 

事業費(千円)

 １３，４６９
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種類 教育振興基本計画の項目 内容

新規取組  ⑤読解力の向上 
  【学校教育課】

 「よむＹＯＭＵワークシート」を活用し、論
 理的かつ客観的に、文書の内容や筆者の意図
 を正確に把握するための「読み解く力」の育 
 成を図ります。 

事業名 事業概要

新しい時代に
求められる
資質・能力
向上事業

 「よむＹＯＭＵワークシート」を活用し、
 文章を論理的かつ、客観的に読み解き、そ
 の内容や筆者の意図を 正確に把握する能
 力の向上を図る。 

事業費(千円)

    ９６０

種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組  ⑧教職員の指導力向上
   【学校教育課】 

 学校教育研究センターにおいて、学習方法や
 児童生徒用端末を活用した先導的な取組につ
 いて、ＩＣＴ活用推進員とも連携しながら研
 究・実践します。 
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種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組  ⑥英語力の向上 
  【学校教育課】

 外国語指導助手（ＡＬＴ¹¹)の拡充を図ります。
 また、英語専科教員や英語教科支援員を配置
 し、「英語への親しみ」、「コミュニケーショ
 ン力の基礎定着」など、小学校英語の充実を
 図ります。 

事業名 事業概要

英語活動講師
派遣事業

 外国語指導助手の派遣により児童生徒の国
 際理解感覚や英語コミュニケーション力の
 向上を図る。 

事業費(千円)

 ４２，４００

英語教育専門
研修会研修

 中学校英語教員を対象した、英語教育専門
 機関による研修を実施し、英語指導力の向
 上を図る。

    ８００



⁷ 津山市若手教員育成チェックシート

　若手職員（新採用３年目まで）の５つの視点（資質能力）について、チェックを管理職が年３回行い、学級担任とし
　て勤務できる人材の育成を図るもの。

⁸ 学びのサイクル

　①授業改善⇒②家庭学習⇒③確認テスト⇒④補充学習のサイクルの中で、基礎的基本的な知識や技能の習得をめざし

　た学習や学習習慣の定着を図り、学びのつまずきを解消する取組。

⁹ 津山市共通支援シート

　最初の移行期となる就学時に、支援の連携が必要な情報を幼稚園等から小学校に適切に引き継ぎ、一貫した支援を図

　ることを目的として作成したシート。就学時以外にも、支援方法の検討や個別の指導計画、関係機関との情報連携時
　にも活用できる。

¹⁰ navima(ナビマ)

　凸版印刷が提供する、個別最適化されたドリルと、学び合いを促進する協働学習支援ツールが一体化したデジタル教

　材プラットフォーム。

¹¹ ＡＬＴ

　Assistant Language Teacher の略。日本の学校で外国語授業を補助する助手（外国語指導助手）。

7



基本的方向性  １ 教育活動の推進・充実

目指す人間像
 ⑴ 自立

 ～ 自立して、自己の将来を切り拓き、たくましく生きていけるひとを育てる～

基  本  目  標  ウ．健やかな心と体の育成

   施策の方向性

    地域子育て支援センターを活用した子育ての支援の取組や、公立幼稚園で拡充した一時預かり事業
 の充実を図ります。
  リズムジャンプ¹²等を取り入れながら、運動することの喜びや楽しさを味わうことのできる学校体
 育の充実に努めます。
  幼児期の基本的な生活習慣の定着に向けて、家庭と十分に連携しながら健康な心と体づくりを目指
 すとともに、健康教育や食育の推進を通して、児童生徒の基本的な生活習慣の確立と心身の健康増進
 を図ります。
  本市の特別支援教育¹³の中核施設である「津山市特別支援教育推進センター¹⁴」の機能を強化すると
 ともに、一人ひとりの教育的ニーズを踏まえた指導の充実と、関係機関と連携した教育を推進します。
  増加傾向にある長期欠席・不登校への対策について、未然防止に努めるとともに、多様な実態を
 踏まえた丁寧な支援を推進します。また、青少年育成センター、鶴山塾¹⁵等の相談・支援体制の充実
 を図ります。

令和５年度の重点取組 
種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組
 ③発達段階に応じた生活
  習慣の定着  
 【こども保育課】

 基本的な生活習慣の定着に向けて、家庭への
 アンケート実施による実態把握や啓発活動を
 図り、幼児が自らの体や健康に関心をもてる
 ような取組を進め、健康な心と体づくりを目
 指します。 

新規取組
 ③発達段階に応じた生活
 習慣の定着
 【保健給食課】

 食生活を始めとした生活習慣等の「食の課題」
 に対する啓発として、児童生徒や保護者等を
 対象とした研修会を実施します。 

事業名 事業概要

学校給食事業  保護者等を対象として、望ましい生活習慣
 や食育などをテーマにした研修等を実施する。

事業費(千円)

    １９２

種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組
 ③発達段階に応じた生活
  習慣の定着  
 【保健給食課】

 小学校5年生、中学生2年生を対象にした「食
 生活に関するアンケート」により、食生活の
 実態を調査・分析し、児童生徒への食に関す
 る指導や保護者への啓発に活用します。
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事業名 事業概要

学校食育セン
ターICT環境

整備事業

 栄養教諭が、食に関する授業に活用するた
 め、タブレット端末等を各食育センターに
 導入する。

事業費(千円)

    １８９

種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組
 ④教育活動を通じた食育の
 推進と「食べる力」の育成
 【保健給食課】

 食に関する情報提供を継続するとともに、動
 画配信などの情報ツールを積極的に活用した
 啓発活動を通じて、食育への理解が深まる取
 組を進めます。 

種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組
 ⑤地域の食文化の継承と
  魅力ある献立づくり  
 【保健給食課】

 学校給食に郷土料理や行事食等を積極的に導
 入するなど継続して充実した献立作成に努め
 るとともに、新たに月に一度「津山・岡山食
 べようday(でぇ～)」を実施し、より多くの地
 場産物を活用することで、児童生徒の地域の
 食文化に対する関心を高めます。 

継続取組
 ⑤地域の食文化の継承と
  魅力ある献立づくり  
 【保健給食課】

 学校給食において、津山産小麦などの地場産
 物の活用を一層図るとともに、給食の質・量
 を維持しつつ、「残さず食べる」習慣や食品
 ロス削減につながるよう多様な食材の使用を
 検討するなど献立の工夫と充実に努めます。 

新規取組
 ⑥教育活動を通じた
  健康管理の推進 
 【保健給食課】

 アレルギーがある児童生徒が安全安心で健や
 かな学校生活を送ることができるよう、関係
 機関と連携し、研修や啓発を実施します。 

継続取組
 ⑥教育活動を通じた
  健康管理の推進 
 【保健給食課】

 食生活アンケートや児童生徒の健康診断の結
 果等を活用し、疾病・異常(肥満・痩せ・むし
 歯等)の対象者が、食事等生活習慣の改善の必
 要性に気づき、行動を変えることができるよ
 う保護者への働きかけや関係機関と連携し継
 続した取組を行います。 

継続取組
 ⑦特別な配慮を必要と
 する幼児への支援
 【こども保育課】

 一人ひとりの教育的ニーズに対応した早期か
 らの適切な支援を充実するために「津山市共
 通支援シート」を作成し、園内での継続的な
 支援体制の構築を図ります。また、「津山市
 共通支援シート」を活用して、巡回相談や５
 歳児健康調査、療育機関や就学先との連携を
 推進します。 

事業名 事業概要

幼稚園特別
支援対策事業

 特別な配慮を必要とする幼児への支援体制
 を充実するため、職員を配置し、通級指導
 や教育相談等の体制強化を図るとともに、
 津山市特別支援教育推進センター（通級指
 導教室幼児部）による支援の充実を図る。

事業費(千円)

  ８，５６７

９



事業名 事業概要

特別支援教育
推進事業

 特別支援教育推進センターを拠点として特
 別支援教育を推進する。 

事業費(千円)

  ３，６３２

種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組  ⑧特別支援教育の推進
 【学校教育課】

 「津山市特別支援教育推進センター」に２名
（小中学校各１名）の特別支援教育ナビゲータ
 を配置し、積極的な巡回相談や効果的取組の
 事例把握に努め、各校の実態に即した研修を
 企画・実施します。 

事業名 事業概要

生徒指導・
不登校対策事業

 臨床心理士と連携しながら児童生徒に適切
 な指導を行う。不登校傾向のある児童とそ
 の家庭への支援の充実を図るため、該当校
 に登校支援員・別室支援員を配置する。 

事業費(千円)

 １６，７２０

種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組  ⑨長期欠席・不登校への対策
 【学校教育課】

 専用教室（新たな居場所）を設置、専任教員
 を配置し、個々の状況に応じた学習・生活支
 援を行います。
 また、居場所を求める生徒への支援を行い、
 不登校の未然防止に努めます。 

事業名 事業概要

ひきこもり
講演会

 ひきこもりへの地域理解を深めるため、市
 民や支援者へ向けた講演会を開催する。 

事業費(千円)

    ７０１

種類 教育振興基本計画の項目 内容

新規取組
 ⑩子ども・若者の社会
 参加、自立支援
 【次世代育成課】

 ひきこもりへの地域理解を進めるため、市民
 や支援者へ向けた講演会を開催します。 

事業名 事業概要

子ども若者育成
相談支援事業

（居場所、当事
者・家族の会)

 ニートやひきこもり等の方に対し社会と交
 わる居場所を提供するとともに、当事者や
 家族の会を開催する。 

事業費(千円)

    １９６

種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組
 ⑩子ども・若者の社会
 参加、自立支援
 【次世代育成課】

 不登校やニート、ひきこもり等の子どもや若
 者等に、津山市子ども・若者支援地域協議会¹⁶
 を通じて、横断的かつ継続的な社会参加、自
 立への切れ目のない支援を実施します。 
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種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組
 ⑪児童生徒の相談・支援
 体制の充実
 【次世代育成課】

 鶴山塾、青少年育成センター、新たな居場所
 等、関係機関とのネットワークを活用した相
 談事業の連携強化と実効性のある支援を推進
 します。 
 また、不登校児童生徒の家庭等へ訪問支援を
 実施します。 

事業名 事業概要

子ども若者育成
相談支援事業
（青少年育成
 センターの
 機能充実）

 臨床心理士や弁護士等の専門家から適切な
 助言を得るとともに、相談員を含む職員研
 修を実施して資質の向上を図り、より適切
 な支援体制を整える。 

事業費(千円)

    １５０

継続取組
 ⑫青少年育成センターの機能
  の充実（専門的知見の活用）
 【次世代育成課】

 臨床心理士や弁護士等の専門家から適切な助
 言を得るとともに、相談員を含む職員研修を
 実施して資質の向上を図ります。 

¹²リズムジャンプ

　軽快な音楽に合わせていろいろな種類のジャンプを学習することでリズム感を高め、運動パフォーマンスを向上させ

　ることができる。けがの予防効果も期待される。

¹³特別支援教育

　障害のある幼児、児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するという視点に立ち、幼児、児童生徒一

　人ひとりの教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するための適切な指導
　及び必要な支援を行うもの。

¹⁴津山市特別支援教育推進センター

　特別な教育上の支援を必要とする幼児、児童生徒、またその保護者に対して適切な指導と支援を行い、津山市の特別
　支援教育の充実と推進を目的として設置した施設。平成28 年度から、定住自立圏の形成に関する協定書を締結した

　自治体との連携に向けた取組について協議を開始している。

¹⁵鶴山塾

　津山市教育相談センター鶴山塾。昭和59 年10 月に津山市が青少年健全育成事業の一環として、学校、家庭、社会生
　活に悩みを持つ子どもや保護者を対象に、温かみのある相談、助言、支援を行うことを目的として設立した施設。
　平成29 年度から、定住自立圏の形成に関する協定書を締結した自治体の児童生徒に対する通塾支援を開始している。 

¹⁶津山市子ども・若者支援地域協議会

　子ども・若者育成支援推進法第19 条に基づき、子ども・若者の支援に関連する各分野の関係機関等が連携・協力し、
　社会生活を円滑に営む上で困難を有する子ども・若者への支援を効果的かつ円滑に行うため、平成30 年11 月に設置
　した組織。教育、福祉、更生保護、雇用、保険・医療などの支援を行う関係機関等により構成され、調整機関は津山
　市青少年育成センターが務める。
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基本的方向性  １ 教育活動の推進・充実

目指す人間像
 ⑵ つながり

 ～社会の中で広い視野を持ち、人や地域とつながり、
        互いを認め合って生きていけるひとを育てる～

基  本  目  標  ア．自他を尊重する心の育成

   施策の方向性

    国際的規模で人や情報が行き交う社会の進展を踏まえ、国際的視野に立って、他国の生活習慣や
 文化を尊重する態度や、積極的に社会に貢献しようとする態度を養う教育を推進します。
  いじめや、障害者・性的少数者等への差別、インターネットを介した人権侵害等の様々な課題に
 ついて、人権に関する知的理解と人権感覚の育成を図り、自他の人権を守ろうとする意識や態度を
 向上させます。
  津山市学校いじめ問題対策基本方針¹⁷に基づき、いじめの未然防止と適切な対応に努めます。

令和５年度の重点取組 
種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組
 ①グローバル化に対応する
  教育の推進
 【学校教育課】

 郷土施設の見学を通じて、津山の歴史や伝統・
 文化等を学び、郷土を愛する心と国際社会に
 生きていく力を育みます。また、『蘭学・洋
 学三津（さんしん）同盟¹⁸』の締結を踏まえ、
 大分県中津市と島根県津和野町との学校交流
 事業を計画し実施し、お互いの郷土に関する
 歴史と伝統、文化などについて交流します。 

継続取組

 ②多様性を認め他者を思い
 やる心の育成（人権教育
 の推進）
 【学校教育課】

 自己理解や感情などのテストや数値では測れ
 ない能力である「非認知能力」について、外
 部講師を招聘し、授業研究や校内研修を通し
 て、児童生徒の共感性の向上や自己肯定感を
 高めます。 

事業名 事業概要

新しい時代に求め
 られる資質・
能力向上事業

 非認知能力の育成に向けて研究校にて非認
 知能力に関する校内研修及び授業公開を行う。

事業費(千円)

    １５６

種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組  ③いじめ・暴力行為への対策
 【学校教育課】

 いじめに対して「津山市学校いじめ問題対策
 基本方針」を踏まえ、積極的に認知し早期に
 対応し、重大化を防いでいきます。暴力行為
 については関係機関と連携し、毅然とした対
 応を進めます。

継続取組  ③いじめ・暴力行為への対策
 【学校教育課】

 ＳＮＳやインターネットを介した、いじめの
 未然防止に向けて、年間を通じて計画的に「
 ＳＮＳノートおおさか¹⁹」等の教材テキストを
 活用し、情報モラル教育の充実を図ります。

¹⁷津山市学校いじめ問題対策基本方針

　いじめ防止対策推進法第１２条の規定及び国のいじめ防止等のための基本的な方針に基づき策定。

¹⁸蘭学・洋学三津（さんしん）同盟

　優れた蘭学者・洋学者を輩出した共通の歴史的背景と、同じ「津」の文字を持つ、島根県津和野町と大分県中津市で締結

　し、連携・協力して学術や知的観光を進行し、「蘭学・洋学のまち」をプロモーションする取組。

¹⁹ＳＮＳノートおおさか

　一般財団法人ＬｌＮＥみらい財団と大阪府松原市、泉南市、守口市で組成する「ＳＮＳノートおおさか」作成委員会と共

　同で、令和３年２月に作成・開発した情報モラル教育教材。12



放課後子ども
プラン推進

事業

 放課後等の子どもたちの安全安心で多様な
 体験活動を行う居場所づくりとして「放課
 後子ども教室」の委託実施を行う。 

  ３，４４５

基本的方向性  １ 教育活動の推進・充実

目指す人間像
 ⑵ つながり

 ～社会の中で広い視野を持ち、人や地域とつながり、
        互いを認め合って生きていけるひとを育てる～

基  本  目  標  イ．人や地域との豊かな人間関係の構築

   施策の方向性
    幼児教育において、近隣保育園や公民館など、地域との交流活動を促進するとともに、地域の人
 材を積極的に活用します。市内全校へのコミュニティ・スクール²⁰導入により、学校とともに地域も
 学校運営に責任を持つ枠組みを構築することで、地域や学校に愛着と誇りを抱き、夢や希望を描い
 て、何事にも前向きに取り組む子どもたちを育成していきます。
  地域行事への参加やふれあい活動等、多様な場や機会を設定し、地域の教育力を活用した教育活
 動や家庭教育への啓発を図ります。
  健全育成関係団体との連携や鶴山塾での体験活動の実施などを通じて、青少年一人ひとりの個性
 を尊重し、お互いを認め合う環境づくりを推進し、青少年健全育成の共通理解や市民への理解を求
 めます。

種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組
 ②コミュニティ・スクール
（学校運営協議会制度）の
 推進  【学校教育課】

 令和５年度に導入する１５校では、育てたい
 子どもの姿の共有や、具体的取組等を協議し、
 先進事例も参考としながらコミュニティ・ス
 クールの充実に努めます。また、令和６年度
 に導入する１７校では、準備委員会を設置し、
 学校運営協議会委員の選定等を進めます。 

事業名 事業概要

地域とともに
ある学校

づくり推進事業

 学校運営協議会を設置し、保護者や地域住
 民が一定の権限と責任を持って学校運営に
 参画することにより、保護者や地域住民の
 ニーズを学校運営に反映させ、地域ととも
 にある学校の実現に取り組む。 

事業費(千円)

  １，７４９

令和５年度の重点取組 

種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組
 ③地域学校協働活動²¹による
 社会性の育成と家庭教育
 の啓発  【学校教育課】

 学校・保護者・地域のつながりを高めるため、
 地域住民による学校支援ボランティアや高校
 生・大学生等の若者ボランティアの積極的な
 参加を促します。
 また、子どもたちの社会性を育成するため、
 全小中学校で地域貢献活動に取り組みます。

事業名 事業概要

地域学校協働
本部事業

 学校を核として、学校支援ボランティアの
 活用等をさらに進め、地域ぐるみで子ども
 を支援する「地域学校協働本部事業」の取
 組を広げる。 

事業費(千円)

  ５，０６４
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種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組
 ④青少年の健全育成を
 支える地域社会の構築
 【次世代育成課】

 健全育成関係団体と連携し、「街づくり人づ
 くりクリーン作戦アピール集会」や「津山っ
 子こころのふれあいトーク」を実施し、青少
 年健全育成の共通理解や市民への理解を深め
 ます。 

²⁰コミュニティ・スクール

　「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の第４７条の５に示されている「学校運営協議会」が設置された学校

　のこと。また、この「学校運営協議会」を設置する制度そのものを示す場合にも用いられる。

²¹地域学校協働活動

　地域の高齢者、成人、学生、保護者、ＰＴＡ、ＮＰＯ、民間企業、団体・機関等の幅広い地域住民等の参画を得て、
　地域全体で子どもたちの学びや成長を支えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を目指して、地域と学校が相

　互にパートナーとして連携・協働して行う様々な活動。
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基本的方向性  １ 教育活動の推進・充実

目指す人間像
 ⑵ つながり

 ～社会の中で広い視野を持ち、人や地域とつながり、
        互いを認め合って生きていけるひとを育てる～

基  本  目  標  ウ．道徳性や規範意識の醸成

   施策の方向性

    集団生活の中での様々な人との触れ合いや、児童生徒自身による校則の見直し、青少年育成セン
 ターでのあいさつ運動や学校訪問等の取組を通じて、子どもたちの規範意識の醸成・向上を図ります。
  教科道徳や情報モラル教育の充実を通じて、児童生徒が人としてのあり方や生き方について学び、
 多様な価値観を認識しながら自ら考え、判断し、人生をより良く生きるための資質や能力の育成を
 図ります。

種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組  ②道徳心の育成
  【学校教育課】

 「考え議論する道徳」の趣旨を踏まえ、小学
 校１校を道徳教育研究校に指定するとともに、
 道徳教育推進教師を対象とした研修会を実施
 することを通して、各学校において道徳科の
 授業の充実を図ります。 

令和５年度の重点取組 

【再掲】
継続取組

 ③スマートフォン・インター
  ネット対策の推進
 【学校教育課】

 ＳＮＳやインターネットを介した、いじめの
 未然防止に向けて、年間を通じて計画的に「
 ＳＮＳノートおおさか」等の教材テキストを
 活用し、情報モラル教育の充実に取り組みます。

事業名 事業概要

家庭教育
推進事業

 家庭教育に関する講座等の研修会を開催し、
 家庭におけるスマホ等のルールづくりの推
 進、家庭学習時間の確保等に取り組み、家
 庭の教育力の向上を図る。

事業費(千円)

    ７３８
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基本的方向性  １ 教育活動の推進・充実

目指す人間像
 ⑶ 郷土愛

 ～ふるさとを愛し、津山人としての誇りを持って生きていけるひとを育てる～ 

基  本  目  標  ア．津山の歴史・伝統・文化などを大切にする心の育成

   施策の方向性

    幼児教育段階から、伝統的な遊びや文化、伝統行事などに触れる機会をつくります。
  小中学校では、地域人材の活用や地域の自然、歴史、文化などの学習「つやま郷土学」を通じて、
 子どもたちの豊かな人間性や社会性、国際感覚を育む中で、自己肯定感の醸成を図り、ふるさと津
 山に愛着と誇りをもつ人材の育成に努めます。
  学校給食への地場産品の活用や郷土料理の導入により、食育と食文化の推進を図ります。

種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組
 ②郷土愛の醸成
（「つやま郷土学」の推進）
  【学校教育課】

 津山の歴史・伝統・地域の様子等を主体的に
 学ぶ「つやま郷土学」を、市内小中学校の全
 学年で教育課程に位置付けて実施します。 

令和５年度の重点取組 

事業名 事業概要

つやま郷土学
推進事業

 小中学校の全学年で「つやま郷土学」を教
 育課程に位置付け、郷土の伝統・文化や地
 域の発展に尽くした先人の働きなどを学習
 することを通して、郷土愛の醸成を図る。

事業費(千円)

  ３，８２８

種類 教育振興基本計画の項目 内容

【再掲】
継続取組

 ⑤地域の食文化の継承
 と魅力ある献立づくり
 【保健給食課】

 学校給食に郷土料理や行事食等を積極的に導
 入するなど継続して充実した献立作成に努め
 るとともに、新たに月に一度「津山・岡山食
 べようday(でぇ～)」を実施し、より多くの
 地場産物を活用することで、児童生徒の地域
 の食文化に対する関心を高めます。

【再掲】
継続取組

 ⑤地域の食文化の継承
 と魅力ある献立づくり
 【保健給食課】

 学校給食において、津山産小麦などの地場産
 物の活用を一層図るとともに、給食の質・量
 を維持しつつ、「残さず食べる」習慣や食品
 ロス削減につながるよう多様な食材の使用を
 検討するなど献立の充実・工夫に努めます。 
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基本的方向性  １ 教育活動の推進・充実

目指す人間像
 ⑶ 郷土愛

 ～ふるさとを愛し、津山人としての誇りを持って生きていけるひとを育てる～ 

基  本  目  標  イ．ふるさと津山に誇りと愛着をもち、地域や社会に貢献できる人の育成

   施策の方向性

    地域や企業と連携した人との関わりや職場体験等を通じて、児童生徒の地域への関心と愛着を深
 め、将来社会に貢献できる人の育成を図ります。

種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組
 ①つやま夢サポート
 （夢サポ）²²
  【学校教育課】

 地元企業等の見学・体験活動を実施すること
 を 通して、地域の産業や文化等の理解を深
 め、将来社会に貢献できる人の育成を図りま
 す。 

令和５年度の重点取組 

継続取組  ②つやま元気大賞表彰の
 推進  【学校教育課】

 津山市ＰＴＡ連合会と「つやま元気大賞」を
 共催し、学校や地域での他の模範となるよう
 な優れた取組を広く募集し、表彰をすること
 により、自己肯定感を高め、ふるさと津山に
 誇りと愛着をもつ子どもを育みます。

²²つやま夢サポート（夢サポ）

　高い産業技術力をもつ民間企業や身近な地域人材等の豊富な地域資源を活用した参加型学習講座を行うことによって、

　市内児童生徒が郷土への理解を深め、夢を広げたり目標をもったりすることができるように支援・サポートをすること。
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基本的方向性  ２ 教育環境の改善・充実

目指す人間像
 教育活動を支える環境づくり

 ～自立し 心豊かにたくましく 将来へ「つなぐ力」を育むための基盤整備～ 

基  本  目  標  ア．安全・安心な学校づくり

   施策の方向性

    園児や児童生徒が安全・安心に学習できる教育環境を確保するために、長寿命化個別計画カルテ
 や津山市学校施設更新整備方針に基づき、老朽化した建物や施設・設備について、生活様式の変化
 や学習内容の多様化に対応した整備を計画的に進めます。
  学校・園における衛生面での安全・安心を確保するため、国の学校環境衛生基準に基づき、計画
 的に環境衛生検査を実施するとともに、新型コロナウイルス感染症対策を引き続き徹底していきます。  
  食育センターの施設設備等更新計画を策定し、学校給食の安全安心で安定的な提供に努めます。

種類 教育振興基本計画の項目 内容

新規取組  ①小中学校施設整備
  【教育総務課】

 小中学校の特別教室の良好な学習環境を確保
 することを目的に、エアコン整備を実施しま
 す。 

令和５年度の重点取組 

事業名 事業概要

小中学校施設
整備事業

【小学校】
 実施設計（特別教室空調改修）
 加茂小学校（校舎・空調改修）
 河辺小学校（校舎改修）
【中学校】
 実施設計（特別教室空調改修、
       北稜中／屋体長寿命化）
 中道中（下水道接続工事）
 加茂中学校（校舎空調他改修）

事業費(千円)

 ６３６，５９８

種類 教育振興基本計画の項目 内容

新規取組  ①小中学校施設整備
  【教育総務課】

 小中学校の特別教室で実施する授業の内容を
 充実するために、プロジェクターを整備しま
 す。 

事業名 事業概要

特別教室プロ
ジェクター
設置事業

(学校ＩＣＴ
環境整備事業)

 小中学校の特別教室に移動式プロジェクタ
 ーを整備する。

事業費(千円)

   ４，９１９
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事業名 事業概要

コロナウイルス
感染症対策

事業

 学校におけるコロナウイルス感染症対策と
 してアルコール消毒液や不織布マスク等を
 購入する。 

事業費(千円)

  １，０００
(こども保育課)

  ４，１１５
(保健給食課)

種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組

 ③新型コロナウイルス感染症
 対策や各種環境衛生対策
 【こども保育課
    ・保健給食課】

 学校医・学校薬剤師・産業医から専門的知見
 を得るとともに、情報提供や啓発を行いなが
 ら、国・県等の動向をふまえた感染症等に対
 する対策を継続し、良好な学校環境の保持に
 努めます。 

事業名 事業概要

戸島学校食育
センター施設

・設備改修事業

 学校給食の安全安心で安定的な提供を継続
 するため、戸島学校食育センターの施設・
 設備改修、食器変更を行う。 

事業費(千円)

 １５，１７９

種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組

 ④安全安心に配慮した給食
 提供と食育センター施設・
 設備の整備
 【保健給食課】

 学校給食の安全安心で安定的な提供を継続す
 るため、戸島学校食育センター等の施設設備
 の点検や修繕、更新を確実に実施します。
 また、調理等業務委託業者の更新年となる草
 加部学校食育センターにおいては、引き続き、
 適正かつ円滑な運営実施に努めます。 

安全・安心な
給食提供

 万が一、学校給食の提供ができなくなった
 場合の代替食として、栄養バランスやアレ
 ルギーにも配慮した、「救給カレー」を購
 入し、備蓄する。

    ７４３

新規取組

 ④安全安心に配慮した給食
 提供と食育センター施設・
 設備の整備
  【保健給食課】

 給食用食器については、資源の再利用や環境
 等に配慮した食器変更を確実に進めます。 
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基本的方向性  ２ 教育環境の改善・充実

目指す人間像
 教育活動を支える環境づくり

 ～自立し 心豊かにたくましく 将来へ「つなぐ力」を育むための基盤整備～ 

基  本  目  標  イ．良好な教育環境の維持・向上

   施策の方向性
    公立幼稚園へのＩＣＴ環境を活用し、園務・事務効率化や情報発信を推進します。また、ＧＩＧ
 Ａスクール構想に基づき、市内小中学校に整備された児童・生徒用端末を学習活動において有効に
 活用するため、学校における通信環境やサポート体制を強化するとともに、情報セキュリティ対策
 を徹底します。
  「今後の津山市立小中学校の体制整備に関する基本方針²³」を踏まえ、令和５年度以降、中学校
 を単位として説明会を開催し、体制整備の方策を検討していきます。
  児童生徒と向き合う時間を確保し、教育の質の向上を目指し、教職員の働き方改革の具体的な取
 組を進めます。
  学校給食費の管理については、国県及び他都市の動向に注視しながら、公会計化への研究を進め
 ます。
  鶴山塾、青少年育成センター、適応指導教室等関係機関とのネットワークを活用した相談事業の
 強化を図ります。

令和５年度の重点取組 
種類 教育振興基本計画の項目 内容

新規取組  ①幼稚園ＩＣＴ環境整備
  【こども保育課】

 公立幼稚園においてＩＣＴ機器を活用した、
 保育業務支援システムによる業務を推進しま
 す。

事業名 事業概要

幼稚園ＩＣＴ
整備事業

 公立幼稚園２園に保育業務支援システムを
 導入し、職員の負担軽減と業務支援、保護
 者との連絡や情報発信等を推進する。

事業費(千円)

   ２，４８２

種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組  ②学校ＩＣＴ環境整備
  【教育総務課】

 ＧＩＧＡスクール構想に基づき、市内小中学
 校に整備された児童・生徒用端末を学習活動
 において有効に活用するため、学校における
 通信環境を強化するとともに、セキュリティ
 強化を図ります。

事業名 事業概要

学校ＩＣＴ
環境整備事業

【学校通信環境強化】
 ローカルブレイクアウト 構成の構築や回線
 増強、セキュリティ強化など、学校におけ
 る通信環境を強化する。
【ＩＣＴの活用支援】
 Chromebook 活用支援やトラブルシューティ
 ング等を行うＩＣＴ支援員を配置し、児童
 生徒用端末をはじめとしたＩＣＴ機器を授
 業で有効に活用するためのサポートを行う。 

事業費(千円)

    ７２，７８９
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事業名 事業概要

今後の津山市立
小中学校の体制
整備に関する基
本方針説明会

 「今後の津山市立小中学校の体制整備に関
 する基本方針」を踏まえ、令和５年度以降
 中学校を単位として説明会を開催し、体制
 整備の方策を検討する。 

事業費(千円)

    １０１

種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組
 ③小中学校の適正規模・
     適正配置
【教育総務課・学校教育課】

 「今後の津山市立小中学校の体制整備に関す
 る基本方針」を踏まえ、令和５年度以降、中
 学校を単位として説明会を開催し体制整備の
 方策を検討していきます。 

種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組
 ⑤学校給食費の公会計化及
 び学校事務の効率化
  【保健給食課】

 学校給食費の公会計化と学校徴収金の取扱い
 については、国の動向を注視しつつ、他自治
 体の取組を参考に、学校や市関係部局との協
 議・調整を継続しながら、管理システムの導
 入・計画の見直しを行います。 

種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組  ④教職員の働き方改革
 【学校教育課】

 少子化の進行による部活動の持続や、教員の
 働き方改革の観点から、部活動改革や部活動
 の地域連携・移行について、関係者からの意
 見を聞き取りながら検討していきます。 

新規取組  ④教職員の働き方改革
 【学校教育課】

 客観的な勤務時間の管理ができる勤怠管理シ
 ステムを導入することにより、迅速に勤務状
 況を把握し、各校の業務改善を進めます。 

事業名 事業概要

働き方改革
教職員勤怠

管理システム
利用料

 客観的な勤務時間の管理ができる勤怠管理
 システムを導入し、勤務状況を把握するこ
 とで業務改善を図る。 

事業費(千円)

  ４，６２０
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種類 教育振興基本計画の項目 内容

事業名 事業概要

子ども若者育成
相談支援事業
（青少年育成
 センターの
 機能充実）

 臨床心理士や弁護士等の専門家から適切な
 助言を得るとともに、相談員を含む職員研
 修を実施して資質の向上を図り、より適切
 な支援体制を整える。 

事業費(千円)

    １５０

【再掲】
継続取組

 ⑦青少年育成センターの
 機能の充実
 【次世代育成課】

 臨床心理士や弁護士等の専門家から適切な助
 言を得るとともに、相談員を含む職員研修を
 実施して資質の向上を図ります。 

種類 教育振興基本計画の項目 内容

【再掲】
継続取組

 ⑥児童生徒の相談・支援
 体制の充実
 【次世代育成課】

 鶴山塾、青少年育成センター、新たな居場所
 等、関係機関とのネットワークを活用した相
 談事業の連携強化と実効性のある支援を推進
 します。 
 また、不登校児童生徒の家庭等へ訪問支援を
 実施します。 

²³今後の津山市立小中学校の体制整備に関する基本方針

　過小規模校への対応等を目的として設置された有識者会議からの提言を受けて、教育委員会として本市の目指す学校教
　育を実現する体制整備の方策を示したもの。
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基本的方向性  ２ 教育環境の改善・充実

目指す人間像
 教育活動を支える環境づくり

 ～自立し 心豊かにたくましく 将来へ「つなぐ力」を育むための基盤整備～ 

基  本  目  標  ウ．総合的な連携体制の構築

   施策の方向性

    地域全体で学校教育を支援する体制づくりや学校・家庭・地域が連携した教育の推進のため、コ
 ミュニティ・スクールの導入を促進するとともに、家庭教育の重要性、子育ての悩みや不安の解消、
 保護者同士の人間関係づくり等をテーマにした、こども家庭講座を実施します。
  また、教育委員会活動の中で、民意を反映した教育施策の実現を目指すとともに、教育委員会が
 実施する施策等については、ホームページや「教育委員会通信」などの広報誌を通じて、積極的な
 情報発信に努めます。

令和５年度の重点取組 
種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組  ①教育委員会活動の活性化
  【教育総務課】

 教育委員会が実施する施策や教育委員の活動
 等については、ＳＮＳやホームページ、また
「教育委員会通信」などの広報誌を通じて、継
 続的・積極的な情報発信に努めます。

継続取組  ①教育委員会活動の活性化
  【教育総務課】

 教育委員による学校訪問や、市民、ＰＴＡ役
 員などとの懇談会を通じて、教育委員が学校
 での取組状況や課題、地域や保護者の意見を
 直接把握し、より一層民意を反映した教育施
 策の実現を目指します。

種類 教育振興基本計画の項目 内容

継続取組  ③こども家庭講座の推進
  【学校教育課】

 保護者同士の学びと交流を重視し、家庭にお
 けるスマホ等のルールづくり、家庭学習時間
 確保等の課題について、保護者同士で気軽に
 話し合い、ともに学ぶことで、家庭教育を支
 援します。
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